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大規模アクセスログを用いた検索支援システム

大塚 真吾† 喜連川 優†

† 東京大学 生産技術研究所
〒 153-8505 東京都目黒区駒場 4-6-1

E-mail: †{otsuka,kitsure}@tkl.iis.u-tokyo.ac.jp

あらまし サイバー空間上では多くの人々が自分の欲しい情報を探すために検索エンジンを利用している．検索技術

の進歩により検索精度は向上し，自分が調べたい事柄を検索語として入力するだけで様々な情報を得ることが可能と

なった．しかし，ユーザがいつでも検索目的に適した検索語を思い付くとは限らない．本論文ではテレビ視聴率調査

と同様，統計的に偏りなく抽出された日本人（パネル）を対象に URL履歴の収集を行う大域ウェブアクセスログ（パ

ネルログ）を用いて，与えられた検索語に関連する検索語 (関連語)群を表示し，ユーザに検索語を想起させるシステ

ムの提案を行う．
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Abstract In cyberspace, users search their interested information by using search engine. Due to the improve-

ment of searching accuracy with development of technologies, it the becomes possible that users can get kinds of

information by just inputting search word(s) representing the topic which users are interested in. But it is not

always true that users can hit upon search word(s) properly. In this paper, by using Web access logs (called panel

logs), which are collected URL histories of Japanese users (called panels) selected without static deviation similar

to the survey on TV audience rating, we propose search support system in order to show the related search words

associated with the search words inputted by users.
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1. は じ め に

サイバー空間上では多くの人々が自分の欲しい情報を探すた

めに検索エンジンを利用している．検索技術の進歩により検索

精度は向上し，自分が調べたい事柄を検索語として入力するだ

けで様々な情報を得ることが可能となった．しかし，ユーザが

いつでも検索目的に適した検索語を思い付くとは限らない．そ

こで，本論文ではユーザが入力した検索語に関連する検索語

(関連語)群を表示し，ユーザに検索語を想起させるシステムの

提案を行う．

ユーザが入力した検索語とその後に閲覧した URLの情報は

検索サイトのログから抽出できるが，この情報は一般に公開さ

れておらず，データの収集が困難であったが，近年，テレビの

視聴率調査と同様，統計的に偏りなく抽出された人（パネル）

を対象に URL履歴の収集を行う事業が登場している．パネル

から集められたアクセスログの解析により，個々のパネルが閲

覧した全ての URLを知ることができる．また，パネルログは

ユーザが入力した検索語情報を保持している．このようにして

集められたログを本論文ではパネルログと呼ぶ．

先行研究ではユーザが検索語を入力した後に閲覧されたURL

の集合を特徴空間として関連語の抽出を行っているが，本論文

では以下の 3つの手法を提案する．

• URL からファイル名とディレクトリ名を取り除いたサ

イト名を用いる手法

• 内容が類似しているURLをまとめたウェブコミュニティ
（注1）を用いる手法

（注1）：以降，「コミュニティ」は「ウェブコミュニティ」の意味で使用



• ウェブページの文章に対して形態素解析を行いそこから

得られる名詞を用いる手法

2. 関 連 研 究

アクセスログを用いた研究は今まで数多く行われており，そ

の目的も様々である [4]．主な研究として，

• ユーザの行動に関する研究 [1], [13], [19]

• ウェブページ間の関連に関する研究 [16], [17]

• 検索サイトに関連する研究 [2], [11], [12], [20]

• アクセスログの視覚化に関する研究 [7], [15]

などが挙げられる．従来の殆どの研究はサイト内でのユーザ挙

動の解析を対象とし，文献 [21]はプロキシーサーバのアクセス

ログ用いておりやや類似するが，本研究で用いるパネルログを

用いた研究は我々が知る限り，他では詳細な研究は行われてい

ない．

検索語のクラスタリングに関する研究はその成果がビジネス

に直結するため外部に公開される機会が少なく，またデータの

入手が困難であるなどの理由から研究成果はあまり公開されて

いない．文献 [11]では，NTT DIRECTORYで入力された検

索ログを用いて，「桜と花見」など時期に依存した類似性の抽出

を行っている．この研究ではある一定の期間に於ける検索語の

頻度や入力間隔を基に同義語の抽出を行うため，我々の手法と

は異なる．英語圏におけるアクセスログを対象とした検索語の

研究に関しては，LycosとMicrosoftがそれぞれ発表を行って

いる [2], [20]．これらの研究ではユーザが検索語を入力した後に

閲覧されたディレクトリや URLを用いて検索語の分類を行っ

ている．我々はユーザが閲覧したページの内容解析やウェブコ

ミュニティ技術を利用するため研究手法が異なる．

また，最近では Googleがユーザに対して想定される検索語

や絞り込み検索語を提案する「Googleサジェスト（注2）」と呼ば

れるサービスを行っている．Google サジェストは入力中の検

索語に対し，想定される検索語や絞り込み検索語を提案する機

能であり，検索語入力を開始した瞬間から候補語がドロップダ

ウン表示される．候補語の選定方法については詳細な情報は公

開されていないが，Google 上で頻繁に検索された言葉や，そ

の言葉が検索された場合に頻繁にクリックされる検索結果など，

様々な要因を基に選ばれている．また，特定のユーザーやコン

ピュータ，Webブラウザからの検索情報は使われていない．

例えば「ワイン」と入力する場合，まず「w」を入力すると

「winny」「winmx」などが，「a」を入力して「わ」を表示する

と「早稲田大学」「早稲田」などが提案され，さらに「わいん」

の場合は「ワインセラー」「ワイングラス」が提案される．「ワ

イン」と変換した後にスペースを入力すると「ワイン　通販」

「ワイン　ラベル」など絞り込み検索語が提示される．

前者の部分は検索語の入力の手間を省く事に重点を置いてい

る本研究と目的が異なるが，後者の「絞り込み検索語の提示」

については本研究と類似する．

（注2）：http://www.google.co.jp/webhp?complete=1&hl=ja

◆調査方法

① 協力世帯のパソコンに「調査用ソフトウェア」をインストール

② ユーザーがWebサーバーにリクエスト（URL入力／リンク／ブックマーク等）

③ WebサーバーからユーザーのPCにWebページが転送される

④ 調査用ソフトが視聴データ（URL,時刻等）を記録、集計センターへ送信

⑤ データベース化し、集計分析用として提供（WebReport/WebPAC）
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図 1 パネルログ収集の概要

表 1 パネルログの概要

総データ量 9,992（Mbyte）

今回利用したデータ量 2,377（Mbyte）

データの収集期間 45（週間）

アクセス数 55,415,473（アクセス）

セッション数 1,148,093（セッション）

URL の種類 7,776,985（種類）

3. 関連語の発見に必要な技術の概要

この節では検索語に関連する語の発見のために必要な技術の

概要について述べる．

3. 1 パネルログ

本論文で利用するパネルログの概要を図 1に示し，その調査

方法を以下に示す．

• インターネット視聴率調査会社が所有する全国のイン

ターネットユーザーの調査協力サンプル（パネル）により視聴

されたウェブページの情報を収集・集計．

• パネルがインターネット利用に使用するパソコンに調査

用ソフトウェアをインストールし，視聴状況をリアルタイムで

収集．

このように収集されたパネルログはパネル ID，ウェブペー

ジにアクセスした時刻，ウェブページを閲覧した時間，アクセ

スしたウェブページの URLなどから構成されている．パネル

IDとはパネル全員に対してユニークに割り当てた IDである．

また，URLに加え検索エンジンサイトなどで入力された検索

語についての情報を保持している．最後に我々が利用したパネ

ルログの基本情報を表 1に示す．表中のセッションとはウェブ

サイトを訪れたユーザが行う一連の行動単位であり，本論文で

は「パネルがウェブページの閲覧を開始してから，閲覧を終了

するまでに訪れた URLの集合」とし，閲覧の終了を「ウェブ

ページを閲覧し終えてから，次のウェブページをアクセスする

までに 30分以上あるとき」と定義する [3]．

3. 2 ウェブコミュニティ

本論文ではウェブコミュニティを「同じトピックに関心をも

つ人々や組織によって作成されたウェブページの集合」という

意味で用いる [18]．ウェブコミュニティの例として，同じ業種

に属する会社のホームページの集合や，あるサッカーチームを
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図 2 ウェブコミュニティチャートの一部
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図 3 ハブとオーソリティからなる典型的なグラフ

応援するホームページの集合などが挙げられる．これまでに，

WWW をウェブページとその間に張られたハイパーリンクに

よるグラフと見なし，グラフ構造を解析することで，ウェブコ

ミュニティを抽出する様々な手法が提案されている [6], [8], [10]．

本論文ではウェブコミュニティの抽出手法として，我々が提

案したウェブコミュニティチャート [18]を用いる．ウェブコミュ

ニティチャートは，ウェブコミュニティをノードとし，関連す

るコミュニティの間に重み付のエッジを張ったグラフである．

図 2に，我々が作成したウェブコミュニティチャートの一部を

示す．エッジの重みはコミュニティ間の関連度を表す．中央に

大手コンピュータメーカのコミュニティがあり，その周りに関

連するコミュニティとして，ソフトウェア，周辺機器，デジタ

ルカメラなど関連業種の会社のコミュニティが抽出されている．

ウェブコミュニティチャートの作成のために，我々は以下に

示す関連ページアルゴリズム [5], [18]を利用する．

（ 1） 1つのシードページを入力として与える．

（ 2） シードページと近傍するウェブグラフから，良い au-

thorityページおよび良い hubページを抽出する．

（ 3） 上位の authority ページを関連ページとして出力する．

ここで良い authority とは，多くの良い hub からハイパーリ

ンクを張られている著名なページを表す．良い hub とは，リ

ンク集およびブックマークなど，多くの良い authority へハイ

パーリンクを張っているページを表す．この循環した定義によ

り，密に結合した hub と authority が抽出され，それらがよく

関連したページを表すことが [5], [18]で示されている．

典型的な authority と hub のグラフ構造を図 3に示す．この

グラフの右側には，大手のコンピュータ関連会社が authority

としてあり，それらに密にリンクを張っているリンク集が左側

に hub としてある．このようなグラフ構造は，ウェブ上に多々

見られるものである．関連ページアルゴリズムは，図 3 のよ

うに密に結合された authority と hub を抽出するものであり，

IBM，TOSHIBA，SONY のどれかひとつをシードとして与え

ると，これらの会社のリストが結果として出力される．

ウェブコミュニティチャートの作成アルゴリズムは，分類し

たいシードページの集合を入力として受取り，チャートを結果

として出力する．シードページとしてはウェブ上で著名なペー

ジを抽出して使用する．判断基準は，外部のサーバから IN 本

以上リンクが来ていることとした．IN は，チャートのサイズ

を決めるパラメータとなる．

シードセットを受け取ると，各シードページについて別々に，

上記の関連ページアルゴリズムを適用し，各シードが他のシー

ドをどのように関連ページとして導出するかを調べる．この

際，関連ページアルゴリズムの結果のうち上位 N 個を使用す

る．Nはコミュニティの粒度を決めるパラメータとなる．我々

は，シード aがシード bを関連ページとして導出し，かつその

逆も成り立つという対称関係に注目し，この関係で密に結合さ

れたシード同士は，しばしば同じレベルのトピックを共有する

ことを [18]で示した．これに従って，対称関係で密に結合され

たシード同士をコミュニティとして抽出する（注3）．さらに 2 つ

のコミュニティのメンバ間に導出関係がある場合には，その間

にエッジを張ることでコミュニティのグラフ (チャート) とな

る（注4）．

3. 3 ウェブページアーカイブ

我々は定期的に国内のウェブページの収集を行っている．パ

ネルログ収集期間中にも国内 4,500万のウェブページの収集を

行い，ウェブコミュニティチャートの手法を用いて 100万個の

有用なページから自動処理により 17万個のコミュニティを生

成した．また，各々のコミュニティは「コミュニティラベル」

と呼ばれる，各々のコミュニティに含まれるページに対して張

られたリンクのアンカータグの解析から，充分に正確ではない

もののコミュニティの内容を表す単語群を保持している．パネ

ルログの収集期間はウェブページの収集期間に比べ長いため，

パネルが閲覧したウェブページに変更や削除の可能性がある．

そこで，パネルログに含まれる URLとウェブコミュニティ

に登録されている URLの適合率を

適合率 =
コミュニティ URL と合致するパネル URL の数

パネル URL の数

ただし，コミュニティ URL = コミュニティに属する URL

パネル URL = パネルログに含まれる URL

と定義して測定を行い，その結果を表 2 に示す．無修正時は

約 20%と低いが，ファイル名やディレクトリ名を削除する処理

により約 40%となった．また，サイト名を削除する処理（注5）に

（注3）：この手法では 1 つの URL は 1 つのコミュニティのみに属する．

（注4）：本論文ではウェブコミュニティチャートのエッジの部分は利用せず，コ

ミュニティ部分のみ利用する．

（注5）：http://xxx.yyy.com/で 合 致 し な い 場 合 は xxx を 削 除 し ，

http://yyy.com/で再びチェックを行う．また，.com や co.jp などの組織名に

ついての照合は行っていない



表 2 ウェブコミュニティに登録されている URLとパネルログに含ま

れる URL の適合率

無修正 18.8%

ディレクトリ（ファイル）部分を削除して合致 37.8%

サイト部分を削除して合致 7.7%

合致せず 35.7%

より適合率がさらに 8%程度向上し，最終的にパネルログに含

まれる URLの約 65%をウェブコミュニティに登録されている

URLに適合させることができた．詳細については文献 [13]に

示す．

また，我々の提案手法ではユーザが検索語を入力した後に閲

覧されたページのテキストを解析するため，パネルログ収集当

時のウェブページが必要となる．パネルログを調べた結果，検

索した後に閲覧されたウェブページは約 100万種類であり，そ

の内およそ 68万ページがパネルログ収集当時のままの状態で

ウェブアーカイブ内に格納されていることを確認した．

4. 関連語の抽出手法

検索エンジンなどで検索語を入力した場合，通常，その語と

の関連性が高いウェブページの一覧がタイトルと簡単な説明文

と共に表示される．ユーザは検索結果の一覧の中から自分の目

的に合ったページをクリックしウェブページを閲覧するため，こ

のページは検索語と関連性が強いと考えられる．検索語は様々

なユーザにより何回も入力されるため，パネルログの解析によ

り検索語とその後に閲覧したページの集合を数多く抽出するこ

とができる．我々はこのようなページの集合を「閲覧ページ集

合」と定義し，閲覧ページが 3つ以上ある検索語約 125,000語

について閲覧ページ集合の抽出を行った．検索語の関連度を求

める手法には意味空間ベクトルなどいくつかの手法が考えられ

るが，本論文では閲覧ページ集合から特徴空間を生成し，これ

を用いて関連語の抽出を行う．

また，本論文では「箱根 温泉」のように同時に複数の検索

語を入力した場合については，これを 1 つの単語とみなした．
（注6）

4. 1 特徴空間の定義

我々は関連語集合の発見を行うため，閲覧ページ集合から以

下の 3つの特徴空間の抽出を行った（注7）．

• コミュニティ空間

• 名詞空間

• サイト空間

コミュニティ空間は 3. 2節で述べたように，類似する URL

をまとめたコミュニティ技術を用いて作成した特徴空間である．

名詞空間は閲覧ページ集合内の文章に対して形態素解析（注8）を

行い，その中から名詞だけ（注9）を抽出して作成した特徴空間で

（注6）：なお，「箱根 温泉」と「温泉 箱根」のように順番が異なる場合は同じ検

索語として扱う．

（注7）：先行研究などで行われている URL を用いた手法は精度が良くないため

対象外とした (詳細については文献 [14] を参照)．

（注8）：実験では日本語形態素解析システム ChaSen 「茶筌」[9] を用いた．

（注9）：厳密に言うと，名詞・一般，名詞・固有名詞，名詞・副詞可能，名詞・形

ある．サイト空間は URLからファイル名とディレクトリ名を

取り除いた特徴空間である．

4. 2 関連度の定義

本論文では特徴空間の共通部分に着目し，関連度の計算を

行った．検索語の全体集合 Aを

A = {a1, a2, . . . , ax, . . . , an}

(ただし，axは任意の検索語，また，nは検索語の総数である．)

と定義し，ax の特徴空間 Tx を

Tx = {(tx1, px1), (tx2, px2), . . . , (txp, pxi), . . . , (txm, pxm)}

(ただし，特徴空間がコミュニティの場合は tx は Community

ID（注10），サイトの場合はサイト名，名詞の場合は名詞であり，

px は検索した後に閲覧したページの頻度 (閲覧頻度) を Tx に

おける全閲覧頻度で割った数である．また，mは特徴量の総数

である．)

と定義する．

任意の検索語 ax と ay の特徴空間をそれぞれ Tx と Ty とし，

その共通部分を Tx∩y とする．このとき Tx∩y の px∩yi は pxi

と pyi の合計となる．ここで，「yahoo!」「価格.COM」「楽天」

など，どのような閲覧ページ集合にも含まれているサイト，コ

ミュニティや，「私」や「今日」など，どのようなウェブページ

にも含まれている名詞については Tx∩y から除外した（注11）．

任意の検索語 ax と ay の関連度 Kxy は

Kxy =
Tx∩y

2

と定義する．Kxy は 0から 1の間の値を取る．

5. 検索支援システム

前節で定義した関連度をもとに検索支援システムの構築を

行った．その画面を図 4に示す．図中 (1)に検索語を入力する

とその語に関連する語群が特徴空間ごとに表示される．候補と

して表示された語を左クリックすると図中 (2)で選択した検索

エンジンで検索を行い，その結果が右側に表示される．語数が

多い場合は「...」のように省略された表示となるが，右クリッ

クをすると語全体が表示される．

図中 (3)の 2つのスライドバーで関連度の調節ができ，左側

のスライドバーで最小関連度を指定し，右側で最大関連度を指

定する．スライドバーで指定した関連度の範囲にある関連語が

関連度が高い順に表示される．各特徴空間で最大 39語を表示

できるが，図中 (4)のボタンを押すと各語が動き出し関連度が

高いものが押し出されて消える代わりに関連度が低い語が新た

に表示される．また，図中 (5)のように関連度が高い語ほど赤

く表示され，関連度が低くなるにつれて色が薄くなる．

容動詞語幹，名詞・サ変接続である

（注10）：各コミュニティにユニークな ID が割り当てられているものとする．

（注11）：実験では検索語全体のうちで 0.5%以上に含まれているものを除外した．
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図 4 検索支援システム画面 (「温泉」の例)

5. 1 検索支援例

図 4は検索語に「温泉」を入力した例である．特徴空間に名

詞を用いた結果は「温泉」と関連がある語群を数多く候補とし

て表示している．コミュニティ空間では候補となる語数は少な

くまた，関連度が低いものはあまり良い結果とはならなかった．

サイト空間に関しては関連度が低くなると関連のない語が多く

なる．

その他の例を図 5に示す．図中の (a)は「携帯電話」を入力

した例であるが，サイト空間を用いた場合に関連性のない語が

若干表示されるが，そのほかの空間では関連のある語群が検索

語候補として表示されている．

図中 (b)は「サッカー」を入力した例である．名詞空間，コ

ミュニティ空間ともに関連性のある語群を提示している．また，

サイト空間を用いた結果では関連性のある語群をあまり得るこ

とができなかった．

最後に「釣り」と入力した例を図中 (c)に示す．この例では

名詞空間では関連性のある語群を候補として表示しているが，

その他の特徴空間では良い候補を提示することができなかった．

5. 2 Googleサジェストとの比較

Google サジェストでは候補を 10 件のみ表示するため我々

の結果と比較することは難しいが，図 4 の「温泉」の例では

Googleサジェストの結果は主に地名が多いのに対して，我々の

結果では「石和温泉」など温泉地の名称や「立ち寄り湯」「お得

な宿情報」など温泉と関連性の高い検索語を提示している．図

5(a)の「携帯電話」や (b)の「サッカー」の例では，Googleサ

ジェストと同様な結果の他に携帯電話の例では「着メロ」，サッ

カーの例では「ベッカム」「バティストゥータ」などの選手名を

候補として提示している．最後に，図 5(c)の「釣り」の例では

Google サジェストでは関連がないものが多いのに対して，名

詞空間の結果では「釣り」と関連がある語を提示していること

がわかる．

5. 3 考 察

今回の例では閲覧ページ数（検索語を入力した後に閲覧した

ページの数）が一番少ない語は「釣り」であり，「サッカー」が

「釣り」の 4倍，「携帯電話」は「釣り」の 5倍であった．サイ

ト空間では閲覧ページ数が多い「携帯電話」では他の検索語と



(a)携帯電話の例 (b)サッカーの例 (c)釣りの例

図 5 検索支援システムの実行例

比べて関連性がある語を提示しており，閲覧ページ数が少ない

「釣り」では関連性のある語をほとんど提示されなかった．こ

のことからサイト空間では閲覧ページ数が多いと提示された語

の関連性の高いことがわかる．

コミュニティ空間に関してはコミュニティの精度の影響が強

いと考えられ，「サッカー」と「温泉」のように閲覧ページ数が

ほぼ同じであっても提示された語の数が異なっている．

名詞空間に関しては閲覧ページ数に関係なく，どの検索語で

も関連がある語を提示していることがわかった．

最後に，Googleサジェストで「釣り」の例があまり良くない

理由として，ネット上で「釣り」と入力するユーザはゲームや

アスキーアートなどに興味があり，一般的に連想される「魚を

釣る」とは異なっているためではないかと考えられる．

6. お わ り に

本論文では大域ウェブアクセスログ（パネルログ）を用いて，

与えられた検索語に関連する検索語 (関連語)群を表示し，ユー

ザに検索語を想起させるシステムの提案を行った．関連する検

索語群の発見のため，ユーザが検索語を入力した後に閲覧され

た URLのサイト名，ウェブコミュニティ，ウェブページに対

する形態素解析処理により得られた名詞，の 3つを用いた．利

用例から我々のシステムが関連性のある検索語群を提示してい

ることを示し，さらに，既存のサービスとの比較を行った結果

Google サジェストと同等またはそれ以上の関連語を提示して



いることを示した．今後はシステムの有効性を示すために，客

観的な評価を行う．

謝辞 本研究の一部は，文部科学省科学研究費特定領域研究

(C)「ウェブマイニングの為のウェブウェアハウス構築に関す

る研究」（課題番号：13224014）による．ここに記して謝意を

表します．

本研究を進めるにあたり御協力頂いた東芝ソリューション株

式会社 SI技術開発センター 平井潤様に，また，実験で利用し

たデータの提供に御協力頂いた株式会社ビデオリサーチインタ

ラクティブに深謝致します．

文 献
[1] P. Batista and M.J. Silva. Mining on-line newspaper web

access logs. 12th International Meeting of the Euro Work-

ing Group on Decision Support Systems (EWG-DSS 2001),

May 2001.

[2] D. Beeferman and A. Berger. Agglomerative clustering of

s earch engine query log. The 6th ACM SIGKDD Interna-

tional Conference on Knowledge Discovery and Data Min-

ing (KDD2000), August 2000.

[3] L. Catledge and J.E. Pitkow. Characterizing browsing be-

haviors on the world-wide web. Computer Networks and

ISDN Systems, No. 27(6), 1995.

[4] R. Cooley, B. Mobasher, and J. Srivastava. Web min-

ing: Information and pattern discovery on the world wide

web. Proceedings of the 9th IEEE International Conference

on Tools with Artificial Intelligence (ICTAI’97), November

1997.

[5] J. Dean and M. R. Henzinger. Finding related pages in the

world wide web. 1999.

[6] G.W. Flake, S. Lawrence, C. Lee Giles, and F.M. Coet-

zee. Self-organization and identification of web communi-

ties. IEEE Computer, Vol. 35, No. 3, pp. 66–71, 2002.

[7] N. Koutsoupias. Exploring web access logs with correspon-

dence analysis. Methods and Applications of Artificial In-

telligence, Second Hellenic, April 2002.

[8] R. Kumar, P. Raghavan, S. Rajagopalan, and A. Tomkins.

Trawling the web for emerging cyber-communities. Proc. of

the 8th WWW conference, pp. 403–416, 1999.

[9] 松本裕治, 北内啓, 山下達雄, 平野善隆, 松田寛, 浅
原正幸. 日本語形態素解析システム chasen「茶筌」.

http://chasen.naist.jp/hiki/ChaSen/.

[10] 村田剛志. Web コミュニティ. 情報処理, Vol. 44, No. 7, pp.

702–706, 2003.

[11] 大久保雅且, 杉崎正之, 井上孝史, 田中一男. ＷＷＷ検索ログに
基づく情報ニーズの抽出. 情報処理学会論文誌, Vol. 39, No. 7,

pp. 2250–2258, 8 1998.

[12] Y. Ohura, K. Takahashi, I. Pramudiono, and M. Kitsure-

gawa. Experiments on query expansion for internet yellow

page services using web log mining. The 28th International

Conference on Very Large Data Bases (VLDB2002), Au-

gust 2002.

[13] 大塚真吾, 豊田正史, 喜連川優. ウェブコミュニティを用いた大域
webアクセスログ解析法の一提案. 情報処理学会論文誌：データ
ベース, Vol. 44, No. SIG18(TOD20), pp. 32–44, 12 2003.

[14] 大塚真吾, 豊田正史, 喜連川優. 大域ウェブアクセスログを用い
た関連語の発見法に関する一考察. 情報処理学会論文誌：データ
ベース, Vol. 46, No. SIG18(TOD26), pp. 82–92, 6 2005.

[15] B. Prasetyo, I. Pramudiono, K. Takahashi, and M. Kit-

suregawa. Naviz: Website navigational behavior visualizer.

Advances in Knowledge Discovery and Data Mining 6th

Pacific-Asia Conference (PAKDD2002), May 2002.

[16] Z. Su, Q. Yang, H. Zhang, X. Xu, and Y. Hu. Correlation-

based document clustering using web logs. 34th Hawaii

International Conference on System Sciences (HICSS-34),

January 2001.

[17] P. Tan and V. Kumar. Mining association patterns in web

usage data. International Conference on Advances in In-

frastructure for e-Business, e-Education, e-Science, and e-

Medicine on the Internet, January 2002.

[18] M. Toyoda and M. Kitsuregawa. Creating a web community

chart for navigating related communities. In Conference

Proceedings of Hypertext 2001, pp. 103–112, 2001.

[19] L.H. Ungar and D.P. Foster. Clustering methods for col-

laborative filtering. AAAI Workshop on Recommendation

Systems, July 1998.

[20] J. Wen, J. Nie, and H. Zhang. Query clustering using user

logs. ACM Transactions on Information Systems (ACM

TOIS), Vol. 20, No. 1, pp. 59–81, January 2002.

[21] H. Zeng, Z. Chen, and W. Ma. A unified framework for

clustering heterogeneous web objects. The Third Interna-

tional Conference on Web Information Systems Engineer-

ing (WISE2002), December 2002.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


